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10月27日 17X)原井小学校 5・ 6年 生の児童が体験学習の一

環で、新校舎の建設工事現場を見学しました。児童たちは、

普段見られない現場の様子や高所作業車に、目を輝かせて見

入っていました。見学のあとは、みんなでコンクリー トを型

に流 し込み、屋外運動場に設置するベンチを作 りました。校

舎は平成17年3月 に完成する予定です。
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憲
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明
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中国の教育事情

浜 国市国際交流員  韓   開

浜日市こ来てからの 6か 月間、私は、よ<市 内の小 ・

中学校|こ招かれ、学校訪間をしました。元気な子ども

たち|こ囲まれながら、中国の教育の様子 こついて、い

ろいろ聞かれました。中国では、「十年樹木、百年樹

人」(1直樹 こは十年、人材養成 こは百年かかる)と いう

ことわざを使って、教育の大切さを思実|こ語っていま

す。

中国の教育ンステムほ日本 こ似ています。小学校 6

年間、中学校 3年 間 (小学校 5年制の場合は、中学校

4年 間)、高校 3年 間、大学 4年 間、そして大学院。

中学までは教育法 こ基づ<「 9年義務教育」を実施し

ています。浙江省などの経済力が強い浴海地方では、

幼稚園8年 間と高校 3年 間を延ばして、 15年 義務教

育制度を作り出そうとしています。日本との大きな違

いといえば、新学年は 9月 |こ始まります。

都市の学校では制服を決めているところが大半です

が、その着用はスポーツ大会などの特別な日こ限られ

ており、普段は私服での登校が一般的です。日本の小

学生の象徴であるランドセルほありません。

中国の全人□のうち、 7割 ほ農村|こ住んでいます。

小学校ほ小さな村|こもありますが、中学校以上となる

と、町|こしかありません。町の中学校や高校|こほ、農

村からやつて<る 生徒のための宿舎が設けI_nれ、大半

の学生たちほ寄宿生活をしています。親元を離れ、一

人暮らしを始めるため、精神面|こおいてほ都市で生ま

れ育った学生よリタフです。

日本では学年でその学生の年齢を推沢」できますが、

男女共同参画ヨラム

中国ではそれができません。中学までの 9年 間は義務

教育ですが、小学校 1年生の時から進級試験が行わ

れ、不可となれば留年が余儀な<さ れます。進級試験

でさえ熾烈なのですから、大学までの道ほ茨の道と

言っても過言ではありまりせん。高等教育就学率の日

本の 40%に 対して、わずか 6%未 満の中国では、大

学生ほ貴重な存在です。言い換えれば、大学への進学

ほそのまま出世を意味することこなります。出世を賭

|すて、小学生の0寺から、夜まで、さら|こほ夏休みや冬

休みも利用して勉強|こ専念する子どもほ少な<あ りま

せん。

中国は、改革開放経済政策のもとこ近年高い経済成

長率を維持し発展を遂げていますが、一方では中国内

陸部などの地域的、構造的な格差が大き<、 全困地域

がまだまだ多<あ ることも事実です。大都市では、国

本と同じような恵まれた環境のもとで受験勉強|こ追わ

れているかと思えば、内陸部や山岳地域、砂漠化され

た地域、漁村などでは、学校がなかったり、学校|こ行

けなかつたり、中途退学せざるを得なかつたりする子

どもたちが多<存 在します。全ての子どもたちこ義務

教育を普/7_するため、国内外から広<募 金を集め、貧

困地域 こ小学校を建設する 「希望工程」は、1989年の

「中国青少年基金会」|こよつて始まりました。寄付金

で建設されを小学校ほ 「希望小学校」と名付けられま

す。学校建設のほか、希望文庫の寄贈、農村教師の養

成も行われています。浜日市でも、日中甚窄野会の呼

びかすで市辱唇気付を募毘当<係好都扇2練騰磐煎嘉共
同して同市平羅県 (当時陶楽県)で 上八頃浜日国民希

11月12日から25日 (女性|こ対する暴力

撤廃由際日)までの2週商、「女性|こ対す

る暴力をな<す 運動」が実施されていま

すと

暴力は、その対象の性別やカロ害者、被

害者の間柄を間わず、決して許されるも

のでほありません。特|こ、夫 ・パート

ナーからの暴力、性犯罪、売買春、セワ

ンュアル ・ハラスメント、ストーカT行

為など女1生|こ対する暴力は、女性の人権

を著し<侵 害するもので、男女共同参画

社会を形成してい<上 で克服すべき重要

な課題です。

これを機|こ、暴力防止|こついて者え、

暴力のない社会をつ<つ ていきましょう。

問い合わせ先 地 域政策課男女共同参画

係 (容内線344)

美
湯
テ
ィ
フ
ル
回
廊

パ
ス
ポ
ー
ト

平
成
１７
年
３
月
１５
日
ま
で

浜
日

・
益
日
圏
域
の
温
泉
施
設
で

入
浴
ま
た
ほ
美
術
館
Ｅ
入
館
し
、

ス

タ
ン
プ
を
６
個
集
め

（温
泉
施
設
区

宿
泊
し
た
場
合
は
１
回
で
３
個
押

印
）
、

ハ
ガ
キ
で
応
募
す
る
と
抽
選

で
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
り
ま
す
。

た
だ
し
、

応
募
条
件
と
し
て
、
６

個
の
ス
タ
ン
プ
の
内
、

温
泉
施
設
と

美
術
館
の
ス
タ
ン
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
１

個
ほ
防
要
で
す
。

パ
ス
ポ
ー
ト
は
、

温
泉
施
設
、

美

術
館
の
ほ
か
、

ゆ
う
ひ
パ
ー
タ
浜

日
、

し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
、

公
民

館

（分
館
を
除
＜
）
に
あ
り
ま
す
。

（数
墨
限
定
）

※
　
詳
し
＜
ほ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ

さ
い
。

応
募
締
切
日
　
第
１
回
　
セ
月
１５
日

第
２
回
　
平
成
１７
年
３
月
１５
日

プ
レ
ゼ

ン
ト
　
特
産
品
詰
め
合
わ

せ
、

ア
ク
ア
ス
入
場
券
、

才
リ
ジ

ナ
ル
ク
才

・
カ
ー
ド

問
い
合
わ
せ
先
　
美
湯
テ
ィ
フ
ル
回

廊
パ

ス
ポ
ー
ト
実
行
委
員
会

（県

西
部
振
興
協
議
会
内
　
容
②
ｌ
４

６
８
、

□
②
２
８
３
こ
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海
技
免
状

・
操
縦
免
許

証
を
持
っ
て
い
る
人
ヘ

海
技
免
状
と
操
縦
免
許
証
ほ
５
年

ご
と
ほ
更
新
手
続
き
が
防
要
で
す
。

①
更
新
手
続

対
象
者
　
更
新
期
間
内
の
海
技
免

状

・
操
縦
免
許
証
を
持

っ
て
い
る

人
更
新
期
間
　
免
状
有
効
期
間
満
了
日

の
１
年
前
か
ら
満
了
日
ま
で
の
１

年
間

※
　
更
新
期
間
内
に
更
新
申
請
を
行

わ
な
い
と
、

海
技
免
状

・
操
縦
免

許
証
ほ
失
効
し
ま
す
。

失
効
し
た

海
技
免
状

・
操
縦
免
許
証
で
は
船

を
操
船
で
き
な
い
た
め
、

失
効
再

交
付
手
続
が
必
要
Ｅ
な
り
ま
す
。

①
失
効
再
交
付
手
続

対
象
者
　
有
効
期
間
満
了
日
を
経
過

し
た
海
技
免
状

・
操
縦
免
許
証
を

持

っ
て
い
る
人
。

更
新

・
失
効
再
交
付
申
請
の
郵
送
手

続
　
つこ
れ
ら
の
申
請
手
続
は
、

本
人

ま
を
ほ
海
事
代
理
士
が
運
輸
局
の

窓
□
で
行
い
ま
す
。

更
新
謡
習
ま

た
は
失
効
再
交
付
講
習
を
受
話
し

た
場
合
に
限

っ
て
は
、

本
人
が
窓

□
ほ
出
向
か
な
＜
て
も
書
留
郵
送

ほ
よ
る
申
請
手
続
き
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
　
こ
の
郵
送
制
度
ほ
不
人
申
請
の

み
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

（テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
案
内
）

更
新
の
要
件
・更
新
講
習

（ａ
①
５

２
７
６

‐
０
３
０
０
）
、

更
新
手

続

（奮
①
５
２
７
６

‐
２
５
０

０
）、
更
新
申
請

・
失
効
再
交
付

（な
０
８
２

１
２
２
８

‐
８
７
９

４
》

国
民
健
康
保
険
料
の

払
込
額
の
お
知
ら
せ

を
送
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
料
の
年
間

（平
成

‐６
年
）
払
込
額
の
お
知
ら
せ
を
１１
月

中
旬
Ｅ
送
付
し
ま
す
。

確
定
申
告
や
年
末
調
整
を
す
る
際

睦
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
す
る

場
合
は
、

添
付
沓
一料
と
し
て
使
用
し

て
＜
だ
さ
い
。

（こ
の
お
知
ら
せ
ほ

再
発
行
し
ま
せ
ん
の
で
、

大
切
区
保

管
し
て
申
告
の
際
に
利
用
し
て
＜
だ

さ
い
。

）

問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
市
民
税
係

（奮
内
線
１
３
２
）

第404回浜田市

定例会日程 (
会期 12周 3日 0～ 21日 快)

12層3日 0 開 会 提 案説明

6日 働 ‐ 股質問

‐  7日 (火)一 般質問

8日 (水)一 般質問

9園 (本)議 実質疑

10日 Q)議 実質疑

1    13日 働 常 任委員会

14日 側 常 任委員会

15日 側 決 算特別委員会
‐   16囲 (本)決 算特別委員会

17日 (金)特 別委員会

21田 (文)表 決

なお、国程|こついては予定であり、開

会丁週間前|こ正式|こ決定されます。

また、上記日程中、各会議の傍聴ほび

ることができますが、19日～17国の各委

員会への情聴は、 1人 1日 1委員会、か

つ 1委員会|こうき3人 までで、会議開会

8寺刻 (通常午前10時)ま での先着順です。
二般質問の様子は、当日の午後 5B寺か

らケーブルテレビの 「いわみコミュニ

テイチヤンネル」で放送される予定です。

問い合わせ先

議会事務周 (a内 線 016)

離調

空書単 に注意1 1 1
①空き巣被書の連続発生

9月初旬から市内こおいて、空き巣被喜が連続発生

しています。

狙人の手□ほ、留守と思われる民家を訪ねて、犯行

|こ及ぶもので、家人がしヽた場合 こは、道|こ迷ったふり

をして道を尋ねてそのまま立ち去ります。

見慣れない者が尋ねて来たり、不審な車を見かすた

らナンバーをメモして警察 こ通報 して<だ さい。ま

た、出かける際|こは、2ず 戸締りをして<だ さい。

①犯行するスキがない街に

'‐犯罪者|の約半分がす声かけiで犯行を諦めますよ

空き巣犯|こ対するアンケー

ト調査 (平成 8年 の警視庁の

データこよる。)|こよれば、犯

行を諦める第 1位の理由は、

「近所の人による声かけ」であ

り、全 1 / 1 s の6 2 9 % を占め ま

す。

|ほ|とんど|の空き巣犯が f住民の結束」を恐れています。

ほとんどの空き巣狙が、効果がもつとも高い防犯

方法を 「街や近所で守りを固めること」と格摘して

います。1国人で防犯|こ努めることも大切ですが、肝

心なのは地域で結束することです。

|ゴミ出|し|ヨ‐を守れない街を犯罪者は狙います。

犯罪者ほゴミ出しなど街のルールが守られていな

い地域を好お傾向があります。防犯1/f・制が手薄だろ

うと見破るのです。
一見、ご近所同士のあいさつやお付き合いなど

は、やってもやらな<て も何も変わらないと思うか

もしれません。しかし、そんなささいなことから連

帯感が生まれ、街のルールを守ることや防狙|こつな

がってい<の です。

以上のような点 こ注意 し、地域住民とのコミュニ

ケーシヨンを活発にして、あ巳罪機会のない街|こしてい

きましよう。

(総務課防災交通係)

広報ほまだ :平成16年11月15日暑



平
成
１７
年
度
児
童

・

少
年
の
健
全
育
成
助
成

日
本
生
命
財
団
は
、

全
国
の
民
間

の
団
体

・
グ
ル
ー
プ
を
対
象
と
し
て

児
童

・
少
年
の
健
全
育
成
底
魅
要
な

物
品
購
入
経
費
の
助
成
を
行
い
ま

す
。

助
成
団
体
　
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の

人
々
の
協
力
の
も
と
に
、

主
体
的

Ｅ
仲
間
づ
＜
り
、

子
ど
も
文
化
づ

＜
り
な
ど
を
定
期
的

・
日
常
的
ほ

実
践
し
て
い
る
団
体

・
グ
ル
ー
プ
。

※
　
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
＜

だ
さ
い
。

募
集
団
体
数
　
県
内
８
団
体
（予
定
）

助
成
金
額
　
１
団
体
３０
万
円

応
募
方
法
　
福
祉
総
務
課
備
え
付
け

の
申
請
書
類
Ｅ
記
入
し
、

提
出
し

て
＜
だ
さ
い
。

応
募
締
切
日
　
１１
月
塑
日
側

応
募

・
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
総
務

課
福
祉
調
整
係
（
奮
内
線
２
１
３
）

交
通
死
亡
事
故
抑
止

キ
ャ
ン
ベ
ー
ン
実
施
中

「交
通
死
亡
事
故
抑
止
キ
ャ

ン

ペ
ー
ン
」
が
確
月
３‐
日
ま
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
重
点
は
、

○
夜
光
反
射
材
着
用
の
推
進

○
早
め
の
ラ
イ
ト
点
畑
の
促
進

○
飲
酒
運
転
の
追
放

○
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
徹
底

○

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

ン
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

の
５
点
で
す
。

市
民
の
巻
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
、

正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
、

悲
惨

な
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
よ
う
。

（総
務
課
防
災
交
通
係
）

日曜器口開設

中止のお知らせ

11月21日十日)は、新市用コンピユータ導

入作業のためく住民票などの交付ができま

せんと婚姻 ・死亡など戸籍届書の受け付け

|よ宿直で行います。

■ 日 曜憲回とは
毎週日躍日午前 88守30分から午後 0時 30

分まで( 1階 市民課窓□|こおいて開設して

しヽます。

対応できるもの

,住民票 (広域住民票ほとれません)
・E日鑑証明書 (E蹴 登録証をお持ち<だ さ

い)
・諸証明 (年金受給者現況届など)
・届書受理 (婚姻 ・出生 ・死亡 ・死産など)

対応できないもの

・E日鑑登録
・転八 ・転出 ・転居の届
・戸籍発行 (勇分証明書 ・戸籍届書記載事

項証明書など)

※ 月 躍日以降|こ窓□|こ来庁お越しくださ

い|。ただし戸籍謄 ・抄本は、受け付けを

して後日送付することができます。詳し

<ほ お問い合わせ<だ さい。

問い合わせ先 市 民課総合窓□係 (a内線

144、  145)

|1年1甲||
平成16年11月

1甲 覗|‐
午後 58寺7分

岬 中甲子甲
午後 4時 40分

12月 午後 4時 56分 午後 4時 30分

平成17年 1月 午後 5時 23分 午後 4時 50分

2月 午後 5時 54分 年後 58寺20分

3月 午後 60寺19分 午後 50寺50分

生

ご
み
処
理
容
器
の

購
入
に
補
助
金
が
出
ま
す

市
で
は
、

家
庭
の
台
所
ご
み
を
少

し
で
も
減
ら
し
て
も
ら
う
た
め
、

生

ご
み
処
理
容
器
購
入
費
用
の

一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
生

ご
み
の
減
量
化
を

一
層
促
進
す
る
た

め
、

補
助
金
額
の
上
限
を
引
き
上
げ

ま
し
た
。

購
入
を
考
え
て
い
る
人

は
、

こ
の
制
度
を
活
用
し
て
＜
だ
さ

い
。

【対
象

・
要
件
】

①
市
内
区
住
所
が
あ
り
、

住
ん
で
い

る
こ
と
。

（事
業
所
お
よ
び
今
ま
で

補
助
を
受
け
た
人
ほ
除
き
ま
す
。）

②
肥
料
化
さ
れ
を
生
ご
み
を
自
家
処

理
で
き
る
こ
と
。

③
平
成
１６
年
３
月
６
日
以
降
区
購
入

し
て
い
る
こ
と
。

（３
月
６
日
以

前
睦
購
入
し
た
人
ほ
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

）

④
家
庭
用
電
気
式
処
理
タ
イ
プ
で
あ

る
こ
と
。

案
異
的タ
イ
プ
は
今
年

度
か
ら
は
補
助
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

）

補
助
額

・
補
助
基
数
　
処
理
容
養
購

入
費
の
３
分
の
１
以
内
で
、
２
万

円
を
限
度
と
し
１
基
の
み

申
請
書
類
　
市
役
所
環
境
課
お
よ
び

各
連
絡
係
ほ
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
。

浜
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
印
刷
で
き
ま
す
。

申
請
期
限
　
平
成
１７
年
３
月
４
日
０

ま
で
Ｅ
環
境
課
へ
申
請
書
類
を
提

出
し
て
＜
だ
さ
い
。

必
要
書
類
な
ど
　
領
収
書

（レ
ン
ー

ト
不
可
）
、

印
鑑
、

補
助
金
振
込

先
が
分
か
る
も
の

（支
店
名

・
□

座
番
暑
）

※
　
補
助
金
ほ
郵
便
局
以
外
の
金
融

機
関
へ
の
振
り
込
み
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
環
境
課
清
掃
対
策

係

（な
内
線
２
５
７
）

行政相談 ・人権相談
会場を変更します

新 しい会場 市 役所 201会 議室 (2階 )

期日 12月 1園 (水以 降

問い合わせ先 総 合調整室 (奮内線 31

2)、 人権同禾酸 育啓発センター (a内 線

260)

広報ほまだ :平成16年11月15日暑
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う

う

均

平
成
１６
年
１０
月
「
日
側
に
、

私

を
含
め
県
立
大
学
か
ら
４
人
と
、

浜
日
市
石
嘴
山
市
友
好
都
市
協
定

締
結
１０
周
年
記
念
訪
間
団
が
中

国

患
”す夏
大
学
を
訪
問
し
、

両
大

学
間
で
５
年
間
の
交
流
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

寧
夏
大
学
か
ら
は
、
２
０
０
２
年

度
よ
り
交
流
県
留
学
生
を
１
人
受
け

入
れ
て
お
り
、

県
立
大
学
の
前
動
の

国
際
短
大
時
代
ほ
ほ
交
流
協
定
を
締

結
し
て
い
ま
し
た
が
、

昨
年
１０
月
区

寧
夏
大
学

・
陳
育
寧
校
長
が
本
挙
を

訪
間
さ
れ
た
際
に
交
流
協
定
の
話
が

具
体
化
し
、

今
回
実
現
ほ
至
り
ま
し

た
。協

定
締
結
式
区
宇
津
市
長
を
は
じ

め
浜
国
市
民
の
代
表
が
立
ち
会

っ
て

＜
だ
さ
っ
た
こ
と
は
心
強
い
か
ざ
り

で
し
た
。

ま
す
ま
す
浜
田
市
と

一
体

化
し
た
地
域
貢
献
を
者
え
て
い
ま
す
。

私
は
こ
の
研
修
に
お
い
て
、

ア
メ

リ
カ
と
日
本
の
授
業
ス
タ
イ
ル
が
大

き
＜
異
な
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、

ア
メ
リ
カ
で
の
授
業
の
様

子
を
少
し
紹
介
し
ま
す
。

ク
ラ
ス
は
１
ク
ラ
ス
ー０
人
程
度
の

少
人
数
制
で
す
。

小
さ
な
教
室
で
み

ん
な
が
円
に
な

っ
て
座
る
の
で
、

先

生
や
学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
り
や
す
い
で
す
。

授
業
中
、

疑
間
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
質
問
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
し
、

質
問
を
す
る

と
先
生
は
分
か
る
ま
で
丁
寧
ほ
教
え

て
＜
れ
ま
す
。

ま
た
、

話
を
聴
い
て
ノ
ー
ト
を
と

る
だ
け
の
受
け
身
の
授
業
は

一
切
あ

り
ま
せ
ん
。

先
生
の
質
問
ほ
ほ
進
ん

で
意
見
を
言
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

先
生
ほ
誰
か
を
指
名
し
て
答
え

さ
せ
る
の
で
は
な
＜
、

誰
か
が
発
言

を
す
る
ま
で
待
つ
と
い
う
具
合
で
す
。

モ
ン
ト
レ
イ
国
際
大
学
で
の
授
業

は
私
ほ
と
っ
て
と
て
も
新
鮮
な
も
の

で
し
た
。

非
常
区
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

利
用
可
能
日
　
３
月
１５
日
ま
で
の
平

日

（月
末
、

試
験
期
間
な
ど
は
休

館
日
）

利
用
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

（火

・
金
躍
日
は
午
後
５
時
～
９

時
）

利
用
対
象
者
　
１８
歳
以
上
の
人

利
用
範
囲
　
資
料
の
閲
覧
、

複
写
、

貸
出

（文
庫

。
新
書
区
限
る
）

手
続
き
が
２
要
で
す
の
で
、

身
分

証
明
書
を
持
参
し
て
＜
だ
さ
い
。

▲サンフランシスコこて

▲右から宇津市長、宇野学長、陳板長

れが
解
析
４端
印鶴
Ｐ

Ｏ
公
開
講
座

『
２‐
世
紀
地
球
講
座
』

１１
月
１７
日
側
　
大
前
助
教
授

「イ
ン
ド
の
政
治
風
土
」

１１
月
勢
日
側
　
仏
岡
教
授

「バ
ラ
ン
ス
ン
ト
ト
か
ら
見
を
地

方
経
済

・
地
万
財
政
」

‐２
月
１
日
側
　
渡
辺
教
授

「イ
ギ
リ
ス
の
教
育
改
革
」

‐２
月
８
日
側
　
鹿
教
授

「中
国
ほ
お
け
る
社
会
保
障
制
度

の
改
革
」

‐２
月
１５
日
側
　
ス
カ
リ
ー
助
教
授

「
多
文
化
社
会

（米
国
と
日
本
の

ち
が
い
と

時
間
　
午
後
６
時
１５
分
～
７
時
４５

分
場
所
　
話
義
研
究
棟
中
請
義
室
５

０
第
５
回
国
際
文
化
交
流
の
タ
ベ

期
日
　
姥
月
１１
日
０

場
所
　
講
堂

出
演
者
　
バ
リ
ト
ン

ピ
ア
ノ
　
秦
江
里
奈

白
出
石

一貝
、

従
来
、

中
国
都
市
部

（特
区
北
京

や
上
海
の
よ
う
な
直
轄
市
）
に
は
街

道
弁
事
処
と
い
う
行
政
府
が
あ
る
。

街
道
弁
事
処
ほ
区
政
府
の
派
出
機
関

ｅ

ｅ

ｅ

ｅ

ｅ

中
国
の
地

助 幕
教 政
授 改

張:青
忠呂諮イ王局L

と
し
て
財
政
権
を
持
た
な
い
が
、

お
よ
そ
末
端
政
府
の
機
能
を
果
た

す
。し

か
し
、
２
０
０
３
年
１０
月
に

６
万
人
の
住
民
を
持
つ
北
京
市
石

景
山
区
魯
谷
街
道
弁
事
処
で
は
、

自
主
選
挙
ほ
よ

っ
て
２
０
０
人
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
代
表
が
当
選
さ

れ
、

コ
ミ
ュ
三
テ
ィ
代
表
会
議
で

３７
人
か
ら
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委

員
を
選
出
さ
れ
た
。

ま
た
、

そ
の

役
場
も
管
理
セ
ン
タ
ー
区
変
身
し

て
魯
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
改
称
し

た
。

よ
っ
て
、

そ
の
行
政
的
役
割

も
変
わ
っ
て
、

社
会
福
祉
な
ど
を

重
視
す
る
も
の
に
な

っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
２
０
０
４
年
１
月
睦
は

石
景
山
区
の
す
べ
て
の
街
道
弁
事

処
ほ
コ
ミ
ュ
三
テ
ィ
区
改
造

・
改

称
さ
れ
た
。

こ
の
地
方
行
政
改
革

テ
ス
ト
ほ
世
界
で
注
目
を
浴
び
て

い
る
。

▲右から4人 目が筆者

広報ほまだ :平成16年11月15日暑



９
月
セ
日
０
市
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、

横
山
正
幸
さ
ん

（福
岡
教
育
大
学
発
達
心
理
学
研
究

室
教
授
）
睦
よ
る
子
育
て
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

現
代
の
子
ど
も
の
心
の
問
題
区
つ

Ｗ　
　
冊

い
て
の
講
演
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
な
ぜ
こ
ん
な
ふ
う
に
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う

幼
児
期
か
ら
の
生
活
リ
ズ
ム
が
乱

れ
て
い
る

０
３
歳
児
の
平
均
的
就
寝
時
刻
は
、

日
本
で
は
約
半
数
が
１０
時
以
降
で

最
も
多
＜
ス
イ
ス
了
時
、

フ
ラ
ン

ス
８
時
と
比
較
す
る
と
幼
児
の
就

寝
時
刻
が
遅
い
。

②
朝
食
を
食
べ
な
い
、

主
食
が
あ
菓

子
と
い
う
食
生
活
の
乱
れ
が
あ
る
。

③
外
で
し
っ
か
り
友
連
と
遊
ん
で
い

な
い

◇
子
ど
も
の
心
と
体
が
健
や
か
に
育

つ
に
は

特
別
な
万
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

何

気
な
い
毎
日
の
生
活
の
積
み
重
ね
が

大
切
で
す
。

Ｏ
早
寝
の
習
慣
を
動
ほ
つ
け
、

睡
眠

時
間
を
十
分
Ｅ
。

親
自
動
も
夜
型

生
活
を
見
直
す
。

②
食
事
ほ
栄
養
価
の
あ
る
も
の
を
。

テ
レ
ビ
を
消
し
て
楽
し
い
雰
囲
気

の
中
で
食
べ
る
。

③
お
も
ち
ゃ
を
与
え
す
ぎ
な
い
。

休
日

ほ
、

遠
出
よ
り
も
近
＜
の
公
園
な
ど

で
親
子
や
友
達
と
し
っ
か
り
遊
ぶ
。

④
年
齢
Ｅ
応
じ
を
手
伝
い
を
す
る
。

⑤
子
ど
も
の
ち
ょ
っ
と
し
た
良
さ
や

伸
び
を
積
極
的
ほ
ほ
め
た
り
、

し
っ
か
り
認
め
る
。

健
や
か
な
心
を
育
て
る
た
め
に
は
、

乳
幼
児
期
か
ら
の
生
活
リ
ズ
ム
、

大

人
の
働
き
か
け
、

い
る
い
る
な
体
験

笑滅の輝く子どもたちを育むために

◇今の子どもたちの心の問題は

①とても疲れたと思うことがある    832%

②よ<眠 れなしヽことがある       788%

③友達におかつ<こ とがよ<あ る    711%

④何もしを<な いと思うことがよ<あ る 687%

⑤夕飯を食べたくないと思うことがよ<ある 54.0%

⑥自分ほ何をしてもダメな人間だと思うことがよくある 48,4%

⑦思いっきり暴れたいと思うことがある 445%

(小学 5・ 6年生 講演資料)

■■

■■
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子育て七ミ十一IN勝孝だ
期日 12月 11日 lI)

場所 い わみ一る (野原町)

内容 ① 講演会 (蕎少年サポートほまだ主任】..Ⅲ
山崎伸夫さん (フリースクール 岡ほ学館J

校長)

午前10時～

②食育セミナー 午 前 98守～

・親子クツキング
・食否推進のための啓発活動

⑤子育て広場 午 前108寺～

・親子の楽しい手遊び、指遊び
。おもちやの病院など

④ 「子どもの育ちJを 考える
~/ン

ポジユウム

(NPO法人リベろ主催)午 後 1時30分～

⑤地域の子育て情報発信 午前108寺～午後38寺
・パネル展示
・各種子育てサービス紹介
・保健師の子育て相談会
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が
大
切
で
す
。

（子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

み
ん
な
で
風
し
ん
の
漏
行
を

予
防
し
ま
し
よ
う

○
風
し
ん
と
は

風
し
ん
は
、

発
熱
、

発
疹
、

リ
ン

パ
節
腫
脹
を
主
な
症
状
と
す
る
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
で
あ
り
、
３
日
程
度
で

治
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら

「
三
日

ば
し
か
」
と
呼
ば
れ
る
、

基
本
的
ほ

ほ
予
後
良
好
な
疾
患
で
す
が
、

ま
れ

に
突
発
性
血
小
板
減
少
症
や
脳
糞
な

ど
の
合
併
症
を
併
発
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、

妊
娠
初
期
に
風
し

ん
に
か
か
る
と
、

先
天
性
風
し
ん
症

一　
候
群

（難
聴
、

白
内
障
、

先
天
性
の

一　
心
臓
病
の
う
ち
２
つ
以
上
を
持

っ
て

一　
産
ま
れ
て
＜
る
こ
と
が
多
い
）
と
い

一　
う
病
気
の
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
る
危

一　
険
性
が
あ
り
ま
す
。

一　
〇
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
予
防
の

一　
た
め
に
は

一　
　
個
人
予
防
の
た
め
底
ほ
安
性
が
ワ

一　
ク
チ
ン
接
種
を
行

っ
て
風
し
ん
区
対

一　
す
る
免
疫
を
つ
＜
る
こ
と
が
魅
要
で

一　
す
が
、

妊
娠
中
の
安
性
を
ウ
イ
ル
ス

一　
か
ら
守
る
た
め
ほ
ほ
、

男
女
と
も
が

一　
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
、

社

」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ん
え
ん

一　
会
Ｅ
あ
け
る
風
し
ん
の
蔓
延
を
防
ぐ

一　
こ
と
が
重
要
で
す
。

一　
〇
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

一　
　
こ
れ
か
ら
妊
娠
す
る
予
定
の
あ
る

女
性
や
ご
家
族

で
、

風
し
ん
ほ
か

か
っ
た
こ
と
の
な
い
人
や
風
し
ん
ワ

ク
チ
ツ
接
種
歴
の
な
い
人
は
、

予
防

接
種
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
の
発
生
を
防
止
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
、

予
防

接
種
法
に
基
づ
＜
接
種
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、

任
意
接
種

（全
額
自
己

負
担
）
と
な
り
ま
す
。

①
注
意

成
人
女
性
が
風
し
ん
の
予
防
接
種

を
受
け
ら
れ
る
時
は
、

接
種
時
に
妊

娠
し
て
い
な
い
こ
と
や
、

接
種
後
２

か
月
は
妊
娠
し
な
い
こ
と
が
必
要
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

特
区
ご
注

意
＜
だ
さ
い
。

（子
育
て
支
援
課
）

縫

‖ ‖

親子クッキング参加者募集

対象 荷 内在住の年長児童から小学 4年 生ま

での子どもとその保護者

場所 い わみ―る 調 理実習室

料金 材 料費実費を負担して<だ さい。

(大人500円、子ども300円程度)

定員 親 子20組 (定員|こなり次第締め切りま

す。)

申込先 子 喬て支援課保喬係 (奮内線 173)

問い合わせ先

子育て支援課 児 童家庭係 (a内線 162)

, 企ヽ ) へヽJ 谷ヽ ) 谷ヽJ へヽ) へヽJ ‐ヽ' ‐ヽ' へヽ) へヽ) へヽ' ‐ヽ) へヽ' ・ヽXう″(うン(ハ″.う/(

広報ほまだ :平成16年11月15日暑



保育料

保育料のしくみ

保育所の運営こ魅要な経費は、国、県、市および保護者が負担

する保否料で負担することこなっています。

保護者が負担する保育料は、各月初国の世帯状況により、児

童と同一世帯こ属して生計を一つ|こしている父母(仕事上の都

合 こよる別居は同
一生計とみなします。)およびそれ以外の扶

養義務者(最多収入者、最多納税者、入所児童を税法上の扶養控

除の対象|こしている人、健康保険などの扶養家族|こしている人

のなかから、市が総合的に半」断し認定します。)の平成16年分の

所得税額、平成16年度住民税課税状況|こ基づき決定します。

浜田市では

毎年 4月 こ保育所徴収金基準額表を作成し、保護者から提

出してもらう課税資料など(源泉徴収票、確定申告書の写 し

など)をもと|こ課税額を把握し、保育料を決定します。

入所申込手続き

4月 1日 入所希望者の入所申込み手続き

申込期間 12月 1日 は)～ 15日 飲)

申込方法 子 育て支援課、各連絡係、各認可保育所、子育て支

援セツターこ備え付けの保育所八所申込書|こめ要事

項を記入の上、子育て支援課へ提出して<だ さい。

4月 1日 以降の入所希望者の入所申込み手続き

申込期間 入 所希望の前月

申込方法 子 育て支援課|こ備え付 すの保育所八所申込書こ

魅要事項を記入の上提出して<だ さしヽ。

選考方法

4月 1日 入所希望者の選考方法

入所可能と認めた申込児童を第 1希望の保育所|こあてはめ、
~

定員を超えた保育所|こついてのみ選者を実施します。

4月 1日 以外の入所希望者の選考方法

申込順

選考基準

面接|こより把握 した家庭状況を、保育所八所面援表 (申

込書裏面参照)こ 基づき点数化 し、240点以上を八所可能と

認め、点数が高いほど必要性が高いと判断し、入所の優先

順位を決定します。

平
成
材
年
４
月
か
ら
の

保
育
所
は
、

家
庭
の
様
々
な
事
情

に
よ
り
、

家
庭
で
保
育
で
き
な
い
と

き
睦
、

保
護
者
に
代
わ
っ
て
児
童
を

保
育
す
る
児
童
福
祉
施
設
で
す
。

来
年
４
月
か
ら
の
話
可
保
育
所
の

入
所
申
し
込
み
を
次
の
と
お
り
一受
け

保
育
所
八
所
児
童
の
募
集

付
け
ま
す
。

【入
所
対
象
児
童
】

保
護
者
や
同
居
者
が
次
の
よ
う
な

事
情
で
、

家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
児
童
。

・
家
庭
外
で
常
時
働
い
て
い
る
。

ろ

鯛

ぜ

瞬

ホ

醒

く

モ
‐

剛

ス

ヅ

ト
ロ

ル

ド

絶

繍

ゑ

圏

ヱ
ナ

劇
‐

欝

欝
十

剛

ぜ
徽

ふ

嬰

二

ゆ

ナ

ぽ

醒

騨

バ

欝
ぽ

糖

～
き

醒

ぽ
十

劇
，

剛

・
家
庭
内
で
家
事
、

育
児
以
外
の
仕

事
を
常
時
し
て
い
る
。

・
母
親
が
出
産
の
前
後

（２
か
月
程

度
）
で
あ
る
。

・
病
気
、

心
身
に
障
害
が
あ
る
。

・
病
気
の
家
族
を
常
時
看
護
し
て
い

る
。

・
災
害
な
ど
で
居
宅
を
失

っ
た
。

【申
込
方
法
】

左
表
の
と
お
り
で
す
。

な
め
、

平
成
１７
年
４
月
以
降
も
現

在
入
所
中
の
保
育
所
に
継
続
入
所
の

希
望
を
し
て
、

入
所
継
続
の
承
諾
を

受
け
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、

新
た

に
申
し
込
み
を
す
る
必
要
ほ
あ
り
ま

せ
ん
。

ま
た
、

各
認
可
保
育
所
の
施
設
概

要

一
覧
簿
を
市
役
所
子
育
て
支
援
課
、

各
連
絡
係
、

各
認
可
保
育
所
、

子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
設
置
し
て
い
ま

す
の
で
、

自
由
ほ
ご
覧
＜
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課
　
保
育
係

（奮
内
線
１
９
１
、
１
７
３
）

認可保育所の状況 (定員 ・児童数|こついては10月 1日現在)

即
櫨原町
的

翔

帥

軸

軸

軸

帥
長浜町

暇
60ノ大、

9 0 A

1 5 0 A

6 0 A

1 2 0 A

6 0 A

1 0 0 A

2 0 A

45人

翫
1 6人

―

―

―

―

1 4 A

■|"人||

■||,大■|
1 3人

弾
○

す

‐

‐
○

↓

９

９

ｏ
ｂ

ｂ
ｉ
ｏ

岬

‐

‐

t

‐

‐ |

‐

‐

‐
○

‐ |
○

卿
○

‐

‐

‐

‐

‐

| '

|■
○

※障害児保育|こついては、全保育所で対応 します。
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卿

蜘

肺
漁世代育成支援に関する7ン ケート調査 結 果慨事④

前毒から31き栃きくlf次世代育成支援|こ関するアンク■卜1の結果に|ついてお矢Bらせします。
今由が最柩‐となります。1今後の支援策|と対|する妻望1とうしヽてまとあましたよ―‐‐

1日 企業などに取り組んでほしいこと 2日 子育て支援施策の充実について

企業など|こ取り組んでほしいことは、 「子どもが病気な  就 学前児童の保護者でほ 「保育所や幼稚園こかかる出費

どのとき|こ看護のための休0侵が取れる制度」との回答が最 負 担の軽減J、 小学校児童の保護者では 「子連れでも出か

も多<な つています。                  す やす<楽 しめる場所Jへ の要望が多<な つています。ま

た、要望が多かつを上位5項目ほ、就学前児童の保護者、

穏就学前弓菫の保護者 (□答数768)□Jピ校)]童の保護者 (回答数860  /J、学校児童の保護者の回答が一致しています。

就学前児童の保護者‐(国答数了08) 小学校児童の保護者(□答数866)

保育所や幼稚園にかかる

出費負担の軽減

620%

子連れでも出かけやす <

楽しめる場所

410%

子連れでも出かけやす <

楽しめる場所

557%

保育所や幼稚園|こかかる

出費負担の軽減

37 4 %

安心 して子どもが医療機

関 こかかれる1/fh制の整備

33 2 %

安心 して子どもが医療機

関|こかかれる1/ft制の整備

34 3 %

親子 で楽 しめるイベン ト

の開設

2 2 1 %

親子 で楽 しめるイベン ト

の開設

242%

親子が安心 して集 まれる

勇近な場

2 1 1 %

親子が安心 して集 まれる

身近な場

2 3 0 %

附
帥

肺

肺

蜘

蜘

鴨

Ⅷ

肺

蜘

蜘

肺

帥

肺

子どもが病気など香護のため

の休服が取れる制度

子育てと仕事の両立に向け、

職場内の理解を深める

女性の就労継続 こ対する企

業の理解や支援

育児休業制度や再雇用制度

の普及・利用促進

男性も子育 て|こ参カロできる

環境づ<り

妊娠中や育児期間中の勤務軽減

保育施設を設置

咄‖

州耐

出仙

柿仲

叩

肺

肺

仰

蜘

蜘

屯    韮

諮 1 監

和 コ切 のうよ 5 H ― 親 上または

∃表|こ必要事項を記入のうえ、浜田市役所健康長寿課13番窓□まで提出

怖‖

出帥

ⅢⅢ

帥仙

‖‖

柿‖

hい

怖‖

嶋 Ⅲ

Ⅲ巾

肺神

咄帥

肺帥

喘柿

肺耐

‖‖

半組 綻べ 隠 路 ぃ。
■まめな<ん のボトルケース&反射リストバンド
・レジヤークッション&反射リストバンド
・夕才ル
・<つ 下セツト
・ナツプリツク
・ウエストポーチ

(お断り)

粗品の数 こ限りがございます

ので、先着順とさせていただき

ます。ご百承<だ さい。

【ウオーキングの効果】

★ 生活習慣病を予防

★ 1/A力のアツプ

★ 老化の予防

★ ストレス角ゆ肖

など

広報ほまだ :平成16年11月15日暑



医療の窓口から
「高師受給者証」つてなあに?

70歳|こなると、お医者さん|こか

かるときの自己負担割合などが変

わります。70歳の誕生 国の翌月

(1国 が誕生回の人はその周)か

ら変更|こなりますので、所得|こ応

じて自己負担額割合 (1割 またほ

2言」)が 記載された高齢受給者証

が交付されます。

浜田市国民健康保険力B入者は、

市役所から郵送しますので手続き

ほ不要です。そのほかの保険加入

者は、各健康保険者から交付され

ます。

高齢受給者証は、自己負担割合

を証明するものです。病院などの

窓□で保険証ととも|こ提出して<

ださい。

※ 対 象となる人は、昭和 7年 10

月 1日以降|こ生まれた人 (老人

保健対象者を除<)で 、70歳か

ら75歳|こなるまでです。

問い合わせ先 福 祉総務課 保 険

係 (a内線 156、  158)

な
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

参
加
者
最
高
齢
は
９０
歳
。
８
愉
を
元

気
に
完
歩
さ
れ
ま
し
た
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ほ
誰
も
が
手
軽
ほ

始
め
ら
れ
、

運
動
不
足
の
解
消
や
生

活
習
慣
病
の
予
防
区
大
変
役
立
ち
ま

す
。

自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
＜
歩
き

ま
し
よ
う
。

　

　

（健
康
長
寿
課
）

浜
田
市

「Ａ
づ
く
叫

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

浜
日
市
民
が
健
康
で
明
る
＜
、

心

豊
か
な
生
活
が
で
き
る
ま
ち
づ
＜
り

の
実
現
を
め
ざ

し
、

「人
づ
＜
り

フ
オ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ

ひ
、

参
加
し
て
＜
だ
さ
い
。

日
時
　
確
月
４
日
Ｕ

午
後
１
時
３０
分
～

場
所
　
い
わ
み
―
る
　
体
育
館

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「健
康
づ
＜
リ
グ
ル
ー
プ
か
ら
の

活
動
実
践
報
告
」

○
講
演

「健
康
づ
＜
り
ほ
、

ま
ち

づ
＜
り
」

講
師
　
臼生
旦
二
さ
ん

（東
京
都
立
大

学
都
市
科
学
研
究
科
教
授
）

問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
長
寿
課
健
康

推
進
係

（
奮
内
線
１
６
６
）

ウ
オ
‥
辛
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

１０
月
１１
日
側
俸
育
の
国
、

浜
日
歩

こ
う
会
と
の
共
催
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

あ
い
ほ
＜

の
雨
模
様
の
中
、

約
１
０
０
人
の
人

が
４
愉
コ
ー
ス
・
８
飾
ヨ
ー
ス
区
分

か
れ
て
歩
き
ま
し
た
。

夫
婦
、

親
子
で
参
加
し
た
人
も
い

て
、

終
了
後
の
み
な
さ
ん
の
爽
や
か

剛
附

剛

碑

岬

暇

剛

岬

岬

岬

剛

岬

剛

岬

耐

剛

岬

耐

テ

剛

剛

岬

剛

剛

剛

岬

覗

附

剛

岬

剛

耐

岬

耐

耐

刷

岬

剛

岬

岬‐
岬

耐

耐

岬

テ
び
漕

○
健
康
相
談

血
圧

，
体
脂
肪
測
定
、

健
康
相
談

日
時
　
月
躍
日
と
金
躍
日

午
後
１
時
～
３
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

○
禁
煙
相
談
日

個
別
相
談
、

尿
ほ
含
ま
れ
る
エ
コ

チ
ン
濃
度
測
定
　
（無
料
）

日
時
　
１１
月
２６
日
０

午
後
１
時
～
３
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

○
断
酒
会

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

気

軽
に
ご
参
加
＜
だ
さ
い
。

日
時
　
セ
月
７
日
快

午
後
了
時
～
９
時

場
所
　
浜
日
保
健
所

問
い
合
わ
せ
先
　
山
□
源
吉
さ
ん

公

②
２
４
９
５
）

転
倒
予
防
や
痴
呆
予
防
ほ
関
す
る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

日
時
　
１１
月
煙
日
側
、

勢
日
側

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

場
所
　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
先
　
健
康
長
寿
課

高
齢
者
福
祉
係
（ａ
内
緑
１
５
３
）

《子 宮 が ん 検 診 》 対象者 : 3嚇 以上の女性 受訪 単 1 , 0 0 0門

実 施  日 受 付  時  間 会 場  名

12月3日 6)

午前 9時 30分～10時 大麻公民館

午前10時30分～11時 陽光台集会所

午後 10寺30分～ 28寺30分 浜田市民集会所 (第2会 議室)

※ 子 宮がん検診で、防要ほ応じて精密検診を実施する場合|こは、別途3,400円を負担してもらいます。

※ 生 活保護、市民税非課税世帯及び70歳以上の人は受診料が免除されまする

広報ほまだ :平成16年11月15日暑



陸

・
海

・
空
自
衛
隊
で
は
、

エ
ン

ジ
エ
ア
を
養
成
し
、

優
れ
た
最
新
装

備
を
扱
う
専
門
技
術
者
を
求
め
て
い

ま
す
。

①
自
衛
隊
生
徒

（男
性
）

生
徒
課
程
３
年
終
了
時
に
高
等
学

校
卒
業
資
格
を
得
た
後
、

専
門
技
術

教
育
を
受
け
、
４
年
目
に
二
等
陸

・

海

・
空
曹
ほ
昇
任
す
る
制
度
で
す
。

応
募
資
格
　
１７
歳
未
満
の
中
学
校
卒

業

（予
定
）
者

試
験
日
　
平
成
１７
年
１
月
１５
日
ω

試
験
地
　
松
江
、

出
雲
、

大
日

応
募
締
切
日

平
成
１７
年
１
月
１１
日
側

□

自
衛
隊
浜
日
出
張
所

公

・□
②
ｌ
３
３
↓

内
容
　
中
国
料
理
を
通
じ
を
国
際
交

流
講
師
　
韓
開
さ
ん
（市
国
際
交
流
員
）

〔囲

１１
周
囲
日
０

午
後
１
時
３０
分
～
４
時
３０
分

（同
一
１５
人

（定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
）

圃

１
、
０
０
０
円

〔国
（∪

国
府
公
民
館

谷

①
ｌ
２
７
０
）

襲
醒
ぽ

韓
国
で
は
１１
月
下
旬
か
ら
１２
月
中

旬
ほ
か
け
て

「
キ
ム
ジ
ャ
ン
」
と
い

い
、

キ
ム
チ
を
作
る
の
が
伝
統
的
習

慣
で
す
。

今
回
の

「
日
韓
食
文
化
交

流
会
」
で
は
不
場
の
キ
ム
チ
作
り
区

挑
戦
し
ま
す
。

講
師
と
韓
国
人
留
掌

生
を
交
え
て
き

で
楽
し
＜

「
キ
ム

ジ
ャ
ン
」
体
験
し
ま
せ
ん
か
？
作

っ

た
キ
ム
チ
ほ
持
ち
帰
れ
ま
す
。

昼
食

は
キ
ム
チ
鍋
の
予
定
で
す
。

ま
た
、

簡
単
な
韓
国
語
講
座
も
あ
り
ま
す
。

講
師
　
福
島
明
淑
さ
ん

〔円
一
ツ
月
４
日
０

午
前
１０
時
～
午
後
２
時

□

国
府
公
民
館

（同
一
２０
人

（定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
）

〔側
一
１
人
５
０
０
円

持
参
す
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン

〔国

（
∪

石
央
地
区
日
韓
親
善
協
会

（浜
日
商
工
会
議
所
内
　
容
②
３

０
２
５
、

図
②
５
４
０
９

田
‐
三
ω
↓
一
”ヨ
一丁
Φ
ヽ
Φ
Ｏ
Ｊ
め
ヨ
ｏ
α
∞
‐
〇
〇
一・
〇

【
。
」０

日
曜
日
チ
一
一
一
，
一
ヤ
一
卜
教
室

職
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
員
区

よ
る
初
心
者
ス
ケ
ー
ト
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

□

１１
月
か
ら
毎
月
第
２

。
第
４
の

日
躍
日

（予
定
）

午
前
９
時
～
１０
寺

〔同
一
１０
人
程
度

（予
約
制
）

日

１
回
　
５
０
０
円

※
　
受
講
料
の
ほ
か
滑
走
料

・
貸
靴

料
が
必
要
で
す
。

ま
た
、

初
回
の

み
保
険
料

（５
０
０
円
）
が
必
要

で
す
。

※
　
詳
し
＜
ほ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ

さ
い
。

（同
Ｘ
剛
一
サ
ン
・ビ
レ
ツ
ジ
浜
日

谷

①
ｌ
３
０
０
）

ボ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
座

知
的
障
害
者
の
た
め
の
ボ
ラ

ン

テ
ィ
ア
を
育
成
し
ま
す
。

講
義
だ
け

で
は
な
＜
、

実
際
に
障
害
者
の
人
と

係
わ
る
機
会
も
あ
り
ま
す
。

ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

第
１
回
　
セ
月
１９
日
０

午
前
１０
時
～
正
午

講
座
「知
的
障
害
者
と
の
接
し
万
」

第
２
回
　
１
月
１６
日
０

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
１
時

実
践

「余
暇
支
援
を
行
う
」

第
３
回
　
２
月
２０
日
０

午
前
１０
時
～
正
午

ま
と
め

「
こ
れ
か
ら
の
ボ

ラ

ン

テ
ィ
ア
」

園

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（同
一
３０
人

（定
員
ほ
な
り
次
第
締
め

切
り
）

日

無
料

〔剛
Ｘ
円
一
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（

「レ
ン
ト
」
美
濃
さ
ん

容

ｏ□
②
４
１
４
↓

防
火
対
難
排
林
辞
増
端
培
講
習

防
火
対
象
物
定
期
点
検
制
度
の
趣

旨
を
理
解
し
防
火
管
理
に
係
る
高
度

な
技
能
の
修
得
の
た
め
、

消
防
法
第

８
条
の
２
の
２
お
よ
び
同
法
施
行
規

則
第
４
条
の
２
の
４
第
４
項
の
規
程

に
基
づ
＜
請
習

（免
状
交
付
）
を
実

施
し
ま
す
。

講
習
日
　
平
成
１７
年
１
月
１８
日
側
～

２‐
日
０
の
４
日
間

□

広
島
市
総
合
防
災
セ
ツ
タ
ー
講

堂

（広
島
市
安
佐
北
区
倉
掛
２

‐

３３

‐
‐
）

申
請
期
間
　
１１
月
郷
日
側
～
セ
月
１７

日
０

（郵
送
の
み
）

※
　
受
講
申
請
書
ほ
浜
日
地
区
消
防

本
部
ほ
あ
り
ま
す
。

側
日
本
消
防

設
備
安
全
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ベ
ー
ジ
か
ら
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

∩
〕

浜
日
地
区
消
防
本
部
予
防
課

（直
通
奮
②
ｌ
ｌ
６
７
）

広報はまだ :平成16年11月15日暑
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市
営
住
宅
よ
帽
増
！！

家
賃
　
収
入
額
ほ
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。

敷
金
　
入
居
時
の
家
隻
の
３
倍

受
付
期
間

１１
月
１５
日
側
～
３０
日
側

応
募
資
格

・
現
在
同
居
ま
た
は
同
居
予
定
の
親

族
が
あ

る
こ
と
。

（身
体
障
害

者

．
５０
歳
以
上
の
人
な
ど
に
つ
い

て
は
１
人
で
も
入
居
可
能
）

・
政
令
で
定
め
る
収
入
の
基
準
に
適

合
し
て
い
る
こ
と
。

（

。
現
に
住
宅
区
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

・
緑
ヶ
丘
住
宅
高
齢
者

・
９
体
障
害

者
向
け
住
宅
は
６０
歳
以
上
の
世
帯

お
よ
び
身
体
障
害
者
（１
～
４
級
）

を
対
象
と
し
た
住
宅
で
す
。

※
　
詳
細
ほ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ

い
。

□

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

（
奮
内
線
３
５
２
）

ボ
ラ
ン
テ
イ
！！！ア樟
岸
清
掃

「全
国
望
か
な
海
づ
＜
り
大
会
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０
０
人
の

会
」
で
は
、

毎
月
１
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
海
岸
清
掃
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

〔Ｕ

ｌｌ
月
２７
日
働

午
前
了
時
３０
分
～
（１
時
間
程
度
）

集
合
場
所
　
千
畳
苑
駐
車
場

清
掃
場
所
　
国
府
海
岸

※
　
小
雨
決
行
　
参
加
し
た
人
に
ほ

サ
ポ
ー
ト
通
貨

「神
楽
」
（５
０
０

円
相
当
）
を
配
布
し
ま
す
。

□

牛
尾
さ
ん
（
奮
０
９
０

１
８
２

４
４

‐
９
４
２
９
ヽ
全
国
豊
か
な

海
づ
＜
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

イルレ一一，一押拘ン

浜
日
市
国
際
交
流
員
の
デ
イ
ビ
ツ

ド

・
ベ
ス
ト
ー
さ
ん
に
簡
単
な
英
語

の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
も
ら

い
ま
す
。

ま
た
、

聞
き
覚
え
の
あ
る

リ
ズ
ム
で
ダ

ン
ス
を
し
た
り
英
語
の

歌
を
歌

っ
た
り
楽
し
い
時
間
を

一
緒

Ｅ
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
０
歳
～
６
歳
児
の
親
子

〔Ｕ

‐２
月
４
日
Ｕ

午
前
９
時
３０
分
～
１０
時
３０
分

１１
時
～
正
午

□

石
見
公
民
館

一
∩
〕
２０
組
（各
１０
組
、
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

〔Ｕ

２
０
０
円
公
石員
無
料
）

（円
三
側
一
浜
日
国
際
交
流
協
会

橋
本
さ
ん

（奮
②
ｌ
２
４
１
）

電
気
を
消
し
て
ス
ロ
ー
な
夜
を
過

ご
そ
う
と
い
う
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン

「
１

０
０
０
０
０
０
人
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ

イ
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

そ
こ
で
、

一
緒
に
盛
り
上
げ
て
＜
れ
る
仲
間
を

募
集
し
ま
す
。

静
か
な
キ
ャ
ン
ド
ル

の
下
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

ロ

セ
月
四
日
側

（冬
至
の
日
）

時
間
は
夜
を
予
定
。

時
間
ほ
調
整

中
で
す
。

図

万
畑
山
公
園

（
コ
ン
サ
ー
ト
ほ

室
内
を
予
定
）

申
込
締
切
日
　
１１
月
３０
日
側

※
　
電
気
を
使
わ
な
い
歌
や
楽
器
で

の
演
奏
ほ
限
り
ま
す
。

衛∪
筒
∪
ｌ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ
人
の

キ

ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
ｉｎ
ほ
ま
だ

実
行
委
員
会
　
赤
租
さ
ん

（
容
０
９
０

，
９
１
２
９

１
１
７

０
３
　
丁
宮
０
く
≧
雲
品
８
ュ
一
研
″

」０
＼
本
⊆
ヽ
↓げ
〇
⊃‐
〇
本
∞
く
⊂
＼
〇
〇
Ｄ
α
一〇
Ｄ
↓∞

す
一卜
・
丁
汁ヨ
一

口
‐ヨ
∞
↓
一
】Ｏ
Φ
⊃
α
一①
　
丁
∞
ヨ
ｏ
α
ф
Ｏ
丁
〇
汁ヨ
∞

↓
一・
〇
〇
ヨ
）

第
４２
回
浜
田
市
駅
伝
競
走
大
会

□

平
成
１７
年
１
月
１６
日
０

開
会
式
　
午
前
９
時
３０
分
～

競
技
開
始
　
１１
時
～

口
〕

Ｊ
Ａ
美
川
支
所
～
四
中
グ
ラ
ウ

ン
ド

内
容

・
区
分

男
子
１
部
～
中
学
生

２
部
～
高
校
生

３
部
～
職
域
（同

一
職
場
で
構
成
）

４
部
～
同
好
会

女
子
１
部
～
中
学
生

２
部
～

一
般

・
高
校
生

テ
ー
ム
編
成
　
監
督
１
人
、

選
手
５

人
、

補
員
２
人
（中
学
生
以
上
ほ

限
る
）

コ
ー

ス
　
男
子
５
区
間
１３

・
７
輸

女
子
５
区
間
１１

・
５
愉

※
　
各
部

の
１
～
３
位
ま
で
を
表

彰
、

各
区
間
の
部
別
最
高
記
録
者

に
区
間
賞
を
授
与
し
ま
す
。

同
〕
１
チ
ー
ム
　
７
、
０
０
０
円

（中

上
高
校
生
チ
ー
ム
は
３
、
０

０
０
円
）

申
込
方
法
　
所
定
の
申
し
込
み
用
紙

で
申
し
込
お
。

（用
紙
は
レ
ン
ト

・

教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。）

申
込
締
切
日
　
１２
月
１３
日
側

（円
京
剛
一
障
害
者
就
業
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
レ
ン
ト
内
　
小
倉
広
文
さ

ん
（奮
②
４
１
４
１
）
、

生
涯
掌
習

課
社
会
体
育
係
（ａ
内
線
４
５
８
）

熟日住宅(2K) 昭和34年度 2 戸 1,800～ 4,000円

下府住宅(2DK) 昭示□49年度 1 戸 9,500～ 20,900円

日は‖大久保住宅(3DK) 昭和62年度 一Ｐ 17,600～ 38,800円

緑ヶ丘住宅(2LDK)

高齢者・身体障害者向す
平成 7年 度 一Ｐ 24,700-54,300F咽

公営住宅入居基準早見表 鮪与所得者1人の場合)

収入基準

(円以下)

家族数

収入

本人+1人

2人家族

本人+2人

3人 家族

本人+3人

4人 家族

本人+4人

5人 家族

本人+5人

6人 家族

200,000
年間総収入 4,151,999 4,627,999 5,103,999 5,575,999 6,051,999

年間総所得 2,780,000 3,160,000 3,540,000 3,920,000 4,300,000

※身体障害者、50歳以上の世帯は収入基準が異なります。

1 1  広 報はまだ :平成16年11月15日暑 ∈}日 時 日
=場所 □ 掟 員 日 判 金 □

=申込先 □ 布 募先 □
=問し浩 わせ先
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費
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0円 (朝 ・夕食込み)   |

1 需蜜窒ぜ 撃絵録唇法|こ基づ<大学・短期 |

第
２
回
フ
！レ
ツ
シ
！！！ュ
会

ひ
と
り
親
家
庭
‐の親
子
の
つ
ど
い

国
際
交
流
を
通
し
て
、

海
外
の
文

化
を
知
る
良
い
機
会
で
す
。

気
軽
産

参
加
し
て
＜
だ
さ
い
。

内
容
　
お
か
し
作
り

（ブ
リ
ガ
デ
ー

ほ
か
）

□

‐２
月
４
日
０

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
２
時

□

浜
日
公
民
館

講
師
　
ワ
キ
ヤ
マ
エ
イ
コ
さ
ん

（県

立
大
学
留
学
生
）

主
催
　
市
母
子
会
連
合
会

□

牛
尾
さ
ん

（ａ
②
３
２
０
９
）

フ
ア
ミ
リ
■
・ス
ポ
ー
ツ
の
日

卓
球

・
ト

ラ

ン
ポ

リ

ン

・
バ

ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
体
育
館
で
で
き

る
い
ろ
ん
な

ス
ポ

ー
ツ
Ｅ
フ
ア
ミ

リ
ー
で
、

友
だ
ち
同
士
で
挑
戦
し
て

み
ま

せ
ん
か
。

あ
わ

せ

て

「
ス
ト

ラ
ッ
グ
ア
ウ
ト
ゲ
ー
ム
４

（ボ
ー
ル

的
当
て
ゲ
ー
ム
と

も
行
い
ま
す
。

〔Ｕ

セ
月
４
日
０

午
後
１
時
～
４
時

□

県
立
体
育
館

□

無
料

※
　
運
動
の
で
き
る
服
装
で
添
育
館

ン
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
＜
だ
さ

い
。

□

県
立
体
育
館

（奮
④
ｌ
２
０
１
）

銘
入‐の罷
ぽ
樟
詢孝

〔側
一
１１
月
１９
日
０
～
３０
日
側

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
１５
分

□

市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

□

建
設
企
画
課
都
南
計
画
係

（な
内
線
４
１
３
）

ふ
れ
あ
い
塩
ｊ
塩
博
ば
蚕

公
民
館
利
用
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
よ

る
作
品
展
示
会
を
行
い
ま
す
。

展
示
内
容
　
ベ
ン
習
字
、

書
譜
の
会
、

能
面
、

油
絵
、

編
物
、

写
真

〔側
一
１１
月
１９
日
０
～
２‐
日
０

午
前

１０
時
～
午
後
５
時
、

２‐
日

ほ
３
時
ま
で

〔国
（∪

石
見
公
民
館

谷

②
ｌ
３
８
０
）

第
２９
町
≡
町
臣
■
！！

内
容
　
フ
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

神
楽
、

餅
ま
き
、

地
選
会
、

各
種
模
擬
店

ほ
か

〔剛
一
１１
月
郷
日
働

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

□

桑
の
本
園

（金
城
町
七
条
）

□

い
わ
み
福
社
会
桑
の
本
園

谷

②
０
０
９
１
）

紛脚ミ！！山！！４一一≡，・灯

今
年
も
万
畑
山
公
園

（琵
琶
町
）

の
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
ほ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
設
置
し
、

次
の
と
お
り
点
畑
し

ま
す
の
で
、

夜
間
景
観
を
お
楽
し
み

＜
だ
さ
い
。

点
灯
式
　
「
月
２６
日
０
　
午
後
５
時

３０
分
～

（小
悶
決
行
）

点
灯
期
間
　
１１
月
２６
日
０
～
平
成
１７

年
１
月
３‐
日
∩
　
午
後
５
時
～
１０

時

□

建
設
企
画
課
都
市
計
画
係

（な
内
線
４
１
３
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

ロ

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

実
施
団
体
　
清
吟
堂
崎
友
会
浜
日
ブ

ロ
ッ
ク

□

市
文
化
協
会

（
ａ
④
６
４
５
３
）

講畑細華ｉす一”ヤィ‐

□

１１
月
２８
日
０

午
前
１１
時
開
場
　
正
午
開
演

□

石
央
文
化
ホ
ー
ル

（側
一
前
売
券
　
　
　
６
０
０
円

当
日
券
　
　
　
７
０
０
円

出
演
団
体
　
１４
団
体

主
催
　
で
ん
で
ん
虫
の
会

（倒
一
荒
本
仁
さ
ん
（奮
０
９
０
１４

６
５
０

ｉ
８
７
５
８
）

船軸蜘謙取締辞出申『増行事

□

１１
月
牙
日
働

広報ほまだ :平成16年11月15日暑  12



お忘れなく
国民健康保険料 (第6期 )の納付期

限は、11月30日快)、□座振替国ほ11

月29日 偶)です。

「釈
迦
内
柩

唄
』
浜
田
公
演

「花
ほ
死
ん
だ
も
の
の
顔
だ
で
や

と
。

釈
迦
内
ほ
秋
日
県
の
、

花
岡

鉱
山
近
＜
の
地
名
。

そ
の
地
で
親
の

代
か
ら
の
死
体
焼
場
の
家
業
を
引
き

継
ぐ
こ
と
区
な

っ
た
女
隠
亡

（才
ン

ボ
）
ふ
じ
子
の
物
語
。

〔Ｕ

姥
月
１
日
側
　
午
後
７
時
開
演

□

石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

｛側
｝
前
売
券
　
一般
２
、
０
０
０
円

高

・
大
学
生
　
１
、
０
０
０
円

中
学
生
　
　
　
　
　
５
０
０
円

小
学
生
以
下
ほ
無
料

当
日
券

　

一
般
　
２
、
５
０
０
円

高

。
大
学
生
　
１
、
３
０
０
円

中
学
生
　
　
　
　
　
了
０
０
円

□

朝
枝
さ
ん

（水
上
勉
作

「釈
迦

内
柩
唄
」
を
観
る
会
）
（
な
０
９
０

‐
４
６
５
８

，
１
７
３
６
）

第
５５
回
浜
田
市
文
化
祭
協
賛

第
７６
回
鑑
賞
例
会

「マ
ン
ナ
・
カ
ツ
テ
ド
コ
」

石
奥
文
化
ホ
‥
ル
体
館
日

谷
②
２
ｌ
ｏ
９

ホ
ー
ル
内
の
害
虫
駆
除
作
業
の

た
め
休
館
し
ま
す
。

期
日
　
１１
月
舞
日
冊

。
２４
日
側

料
）

※
　

一
般
チ
ケ
ツ
ト
も
あ
り
ま
す
。

御
〕

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お

や

こ
劇

場
浜

田

・
那
賀
セ

ン
タ
ー

谷

・囲
０
６
３
９
９

移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

内
容
　
求
人

・
求
職
相
談
、

看
護
情

報
の
提
供
な
ど

担
当
者
　
森
川
友
子
さ
ん
（県
香
護

協
会
再
就
業
相
談
員
）

〔Ｕ

セ
月
８
日
側

午
後
１
時
～
４
時

□

県
香
護
協
会
訪
間
香
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
そ
よ
か
ぜ
の
丘

（日
町
）

□

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
奮
０
８
５
２
②
８
５
１
０
）

労働保 険料第 3期 分の納付期限

は、11月30国 快)で す。

期限まで|こ必ず納付 しましょう。

圃 島根労働周労働保険徴収室

(a0852に )7010)

月
日 図

2 1□ り ぁ 怠 劇
1会 い □ 回 1 2牙 劇 真 団｀

員 わ 目 目 月 |あ ん は
0  み   1 2マ リ 中 て
0入 1午 午 日 ン

｀ ｀
な

0会 る 後 後 (日)ス 歌 3 1こ
円 金 体 6 3  ン あ 6よ
^ 2育 8寺8寺 ヨ リ 0る
3 0館 開 開  |  ｀ 度 公
牙 0  演 演  で 芸 観 演
以 円     す あ 客 会
下

｀    °
り 席 で

無 の
°
舞

∩
倒
∪

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し

た
。

（敬
称
略
）

◎
市
社
会
福
祉
事
業
基
金
へ
　
▽
朝

日
町
　
西
村
大
輔
　
▽
清
水
町

佐
々
木
初
美
　
▽
元
浜
町
　
瓦
日
富

子◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
長
浜

町
　
土
日
真
治
　
▽
内
日
町
　
森
本

典
明
　
▽
国
分
町

古
川
喜
代
子

▽
西
村
町
　
清
井
浩
二
　
▽
元
浜
町

高
本
久
子
　
瓦
日
富
子
　
▽
瀬
戸
見

町
　
日
中
俊
幸
　
▽
原
町
　
佐
々
本

登
美
子
　
▽
長
沢
町

細
野
悦
子

▽
熱
日
町
　
野
稲
美
津
子
　
▽
浅
井

町
　
江
木
雄
二
　
▽
松
江
市
　
山
本

文
子

◎
自
治
会
な
ど
へ
　
○
唐
鐘
＝
▽
国

分
町
　
古
川
喜
代
子
　
①
唐
鐘
９
＝

▽
国
分
町
　
古
川
喜
代
子
　
○
相
生

２

１
３
＝
▽
相
生
町
　
中
日
美
子

○
下
府
＝
▽
下
府
町
　
中
辻
美
代
子

①
下
府
３
＝
▽
下
府
町
　
中
辻
美
代

子
　
○
瀬
戸
見
＝
▽
瀬
戸
見
町
　
日

中
俊
幸

①
緑
ヶ
丘

＝
▽
長
沢
町

網
野
悦
子
　
①
津
摩

＝
▽
津
摩
町

寺
井

一
博
　
○
長
浜

＝
▽
長
浜
町

土
日
真
治
　
①
熱
田
１

‐
１
＝
▽
櫨

江
市
　
山
本
文
子
　
○
浅
井
町
４

１

１
＝
▽
黒
川
町
　
西
村
章
男
　
①
前

猪
伏
日
▽
内
日
町
　
中
原
恒
男
　
①

牛
市
＝
▽
牛
市
町
　
佐
々
木
革

◎
公
民
館
な
ど
へ
　
①
唐
鐘
日
▽
国

分
町
　
古
川
喜
代
子
　
○
国
分
＝
▽

国
分
町
　
東
条
す
み
え
　
○
下
府
＝

▽
下
府
町
　
中
辻
美
代
子
　
①
浅
井

‐―
▽
浅
井
町
　
江
木
雄
二
　
栗
栖
安

枝
　
①
長
浜
＝
▽
長
浜
町
　
土
日
真

治
　
○
治
和
町
３

１
１
＝
▽
日
橋
町

藤
井
進

◎
福
井
地
区
連
絡
協
議
会
へ
　
▽
松

江
市
　
山
本
文
子

◎
長
浜
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

ヘ

▽
長
浜
町
　
土
日
真
治

◎
原
町
連
合
会
へ
　
▽
原
町
　
佐
々

木
登
美
子

◎
美
川
公
民
館
後
援
会
へ
　
▽
内
日

町
　
中
原
恒
男

◎
た
ん
ぽ
ぽ
の
里

へ
　
▽
清
水
町

横
山
淑
子

◎
周
布
小
学
校
へ
　
▽
西
村
町
　
清

井
浩
二

◎
美
川
小
学
校
へ
　
▽
日
橋
町
　
羽

原
弛
命

◎
美
川
苑
へ
　
▽
内
村
町
　
一二
浦
勝

士心
　
▽
日
脚
町
　
士ｂ
波
克
己

◎
ケ
ア
八
ウ
ス
美
川
へ
　
▽
周
布

町
　
主円
本
昭
義

◎
黒
川
１
児
童
館
へ
　
▽
黒
川
町

西
村
賓
男
　
宇
畑
隆
忘

◎
緑
ヶ
丘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
ヘ
　
▽
浅
井
町
　
江
本
雄
二

◎
浜
国
家
政
高
等
専
修
学
校

ヘ

▽
元
浜
町
　
瓦
日
富
子

◎
夕
陽
ヶ
丘
へ
　
▽
長
沢
町
　
福

日
幸
男

◎
あ
お
い
保
育
園
へ
　
▽
元
浜
町

瓦
日
富
子信

艦
愕
嘔

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
お

手
玉
会
　
▽
ポ
プ
ラ
浜
日
原
井
店

▽
＜
Ｅ
び
き
浜
日
陶
芸
同
好
会

◎
熱
田
７
町
内
集
会
所
児
童
館
ヘ

▽
熱
日
町
　
肱
附
克
己

◎
さ
ざ
ん
か
へ
　
▽
長
沢
町
　
網

野
悦
子

◎
美
川
苑
へ
　
▽
治
和
町
　
大
峠

正
人
　
▽
栄
町
　
竹
日
郁
子

◎
緑
ヶ
丘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
ヘ
　
▽
す
み
よ
し
洋
装
店

◎
野
原
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ヘ
　
▽
浅

井
町
　
江
木
雄
二
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冒

険

vol.96

転
ば
も
識
御
撤

一                                                            一

露
運

摩

／

現
在
、

こ
ど
も
美
術
館
で
は
、

毎
年
の
恒
例
と
な

っ
た
児
童
美
術

展

『浜
日
こ
ど
も
ア
ン
デ
パ
ン
ダ

ン
展
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

不
展
は
、

子
ど
も
た
ち
の
作
品

区
優
劣
を
つ
け
る
こ
と
な
＜
、

す

べ
て
を
対
等
区
展
示
す
る
無
審
査

無
賞
の
展
覧
会
と
し
て
８
年
前
区

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

本
年
は
、

地
元
浜
日
市
、

日
本

国
内
、

そ
し
て
世
界
１６
か
国
か
ら

合
計
３
２
７
点
の
力
作
が
集
ま
り

ま
し
た
。

自
分
の
身
近
に
あ
る
素

材
を
使

っ
た
作
品
、

夏
休
み
返
上

で
学
校
区
集
ま
り
作
品
制
作
Ｅ
取

り
組
ん
だ
共
同
作
品
な
ど
、

平
面

あ
り
、

立
体
あ
り
の
と
て
も
賑
や

か
な
展
覧
会
に
な

っ
て
い
ま
す
。

―
１
１
ロ
マ
ー
ー
上
●
●
―
ｌ
ｌ
ｅ
マ
ー
ー
上
●
●
―
―
１
０
マ
ー
ー
上
●
●
―
―
１
０
マ
ー
１
１
●
●
―
―
１
０
マ
ー
ー
上
●
●
―
―
１
０
マ
ー
ー
上
●
●

一
つ
ひ
と
つ
の
作
品
Ｅ
は
、

そ
れ
　
一
《
バ
ス
タ
で
ツ
リ
ー
》

ぞ
れ
の
子
ど
も
た
ち
の
公
マ
と
舎
写
　
一　
　
い
ろ
い
ろ
な
形
を
し
た
マ
カ
ロ
二

と

〈情
熱
〉
が
た
っ
ぷ
り
と
盛
り
込
　
一　
を
使

っ
て
才
リ
ジ
ナ
ル
の
ツ
リ
ー
づ

ま
れ
て
い
ま
す
。

作
品
を
じ
っ
＜
り
　
一　
＜
り
ほ
挑
戦
し
よ
う
！

み
る
と
、

作
品
に
込
め
ら
れ
た
子
ど
　
一　
◎
セ
月
１８
日
０
、

１９
日
０
、

郷
日
冊

も
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
手
に
と
る
　
一　
材
料
費
　
ひ
と
り
１
０
０
円

よ
う
ほ
伝
わ

っ
て
＜
る
は
ず
で
す
。

　

一　
※
　
ど
ち
ら
も
午
後
１
時
～
４
時
の

子
ど
も
た
ち
の
系
直
な
気
持
ち
は
ス
　
一　
　
活
動
で
す
。

参
加
希
望
者
は
、

当

ト
レ
ー
ト
に
見
る
側
の
心
を
刺
激
す
　
一　
　
日
受
付
で
３
時
３０
分
ま
で
区
申
し

る
Ｅ
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
一　
　
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

ど
う
ぞ
、

こ
の
機
会
区
子
ど
も
た
　
一　
※
　
団
体
で
の
利
用
は
受
け
付
け
で

ち
の
愉
快
な
作
品
た
ち
を
存
分
区
お
　
一　
　
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

事
前

楽
し
み
＜
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
一　
　
区
ご
連
絡
＜
だ
さ
い
。

―

―

―

―

―

―

▲

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
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